
 

                                       

                                       

                                       

                    

盛
岡
か
ら
仙
台
へ 

  

映
画
「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
」
に
触
発
さ
れ
て
、

青
森
の
大
地
を
汚
染
し
て
ゆ

く
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
つ

い
て
語
り
合
う
「
第
一
回
六

ラ
プ
東
日
本
市
民
サ
ミ
ッ

ト
」
が
一
昨
年
の
冬
盛
岡
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
七
〇

人
も
の
参
加
に
よ
る
熱
気
の

も
と
、
四
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
六
ヶ
所
工
場

の
放
射
能
汚
染
と
闘
う
行
動

を
追
求
し
ま
し
た
。
二
年
後

の
今
回
は
、
仙
台
で
開
催
し

ま
す
。 

再
処
理
ス
ト
ッ
プ
絶
好
の
時 

 

再
処
理
工
場
は
い
ま
、
操 

                   

業
計
画
を
二
年
延
期
し
、
運 

転
停
止
状
態
に
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
市
民
の
運
動
で
完
全

ス
ト
ッ
プ
に
持
ち
込
み
ま
し

ょ
う
。 

 

一
日
目
（二
六
日
） 

◇
開
会 

再
処
理
を
め
ぐ
る
３
つ
の
提
起 

◇
分
科
会 

 

 
 

①
経
済
性 

②
技
術
面
・
放
射
能
汚
染 

③
ぶ
ん
ぶ
ん
カ
フ
ェ 

◇
し
ゃ
べ
り
場 

だ
れ
が
し
ゃ 

 

 
 
 
 

べ
る
か
わ
か
ら
な
い 

◇
交
流
会
（
軽
食
付
き
千
円
） 

事
前
申
し
込
み
を
お
願
い 

 

し
ま
す 

 

二
日
目
（二
七
日
） 

◇
全
体
討
論 

 

分
科
会
で
の
議
論
を
み
ん
な

で
共
有
し
、
実
践
モ
ー
ド
へ
！ 

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１１（平成２３）年      

   郵便振替  02240-5-102650                  ２月３日 

《再処理／岩手の環境》                               第９３号  
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                           

《まった再処理分庫》                                 編集事務局 S.Oshida                    
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                               ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636 

                                                          

 第２回 六ヶ所村ラプソディー 
      東日本市民サミット 
 ２０１１年２月２６日（土）13:00～20:00 

         ２月２７日（日） 9:30～12:30 

 会 場 仙台市市民活動サポートセンター 

      ６階セミナーホールなど 

 参加費 無料（要申し込み） 

 主 催 六ヶ所村ラプソディー 

     東日本市民サミット実行委員会 
 連絡先 wakamesanriku@yahoo.co.jp 

         980-0811 仙台市青葉区一番町４丁目 

         ＬＣ６ わかめの会気付け 

       FAX 022-728-9781 

          携帯 090-8819-9920(たてわっきー） 

 ＊ホームページまたはファックスで 

①サミットへの参加  ②交流会への参加 

③２次会への参加 ④宿泊希望の申し込みを 

お願いします  

 http://1mswkm.net/summit 



                                       

                                       

                                       

安
心
安
全
の
海
産
物
を 

 

守
る
活
動 

 
 
 
 

 

会
長
挨
拶
で
は
、
「
五
年

前
、
六
ヶ
所
工
場
が
本
格
操

業
す
る
と
放
射
性
廃
液
が

流
さ
れ
三
陸
の
漁
場
は
大

打
撃
を
受
け
る
」
と
い
う
内

容
の
東
京
海
洋
大
学
の
水

口
憲
哉
先
生
の
講
演
会
を

開
催
し
て
以
来
、
会
を
結
成

し
、
海
を
守
る
た
め
に
学
習

会
や
署
名
活
動
、
市
民
集
会
、

映
画
会
、
さ
ら
に
は
『
放
射 

能
を
海
に
流
す
こ
と
を
規 

制
す
る
法
』
の
制
定
を
求
め

る
市
町
村
議
会
請
願
・
国
へ 

                    

の
陳
情
な
ど
の
運
動
を
続

け
て
来
た
。
政
治
的
党
派
を

超
え
て
三
陸
沿
岸
住
民
の

共
通
の
願
い
と
し
て
運
動

を
進
め
て
き
た
。
新
年
に
あ

た
り
さ
ら
に
前
進
し
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。 

 

自
然
災
害
な
ら
復
興
可
能
、

し
か
し
放
射
能
被
害
は 

末
代
に
及
ぶ 

 
 

 

乾
杯
の
後
、
三
陸
の
海
産

物
料
理
を
会
食
し
な
が
ら
、

出
席
者
全
員
で
新
年
の
挨

拶
を
か
ね
て
、「
三
陸
の
海
」

を
守
る
運
動
へ
の
思
い
を

語
り
合
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
に
は
「
今
回
の
年

末
年
始
の
三
陸
を
襲
っ
た

高
波
で
重
茂
等
の
漁
民
は

二
十
億
円
以
上
の
被
害
を

受
け
た
。
大
変
な
こ
と
で
は

あ
る
が
、
自
然
災
害
は
努
力

す
れ
ば
復
興
で
き
る
。
し
か

し
、
放
射
能
は
そ
う
は
ゆ
か

な
い
。
六
ヶ
所
工
場
の
放
射

能
が
三
陸
の
海
の
生
態
系

に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

被
害
を
も
た
ら
す
前
に
、
こ

の
ま
ま
是
非
止
め
た
い
」
と

い
う
漁
業
者
か
ら
の
声
が

あ
り
共
感
を
受
け
ま
し
た
。 

 

休
止
状
態
の
再
処
理
工

場
を
今
こ
そ
止
め
よ
う
と

決
意
を
固
め
る
意
義
深
い

集
会
で
し
た
。（
尚
） 

 

   

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に 

 
 

 

応
募
し
よ
う 

▼
内
閣
府
原
子
力
委
員
会

は
、
現
行
の
原
子
力
政
策
大

綱
に
代
わ
る
新
た
な
大
綱

を
策
定
す
べ
く
議
論
を
本

格
化
さ
せ
、
一
年
か
け
て
確

定
す
る
と
い
う
。
▼
二
〇
〇

五
年
に
策
定
さ
れ
た
現
大

綱
は
、
原
子
力
発
電
を
基
幹

電
力
と
位
置
付
け
、
プ
ル
サ

ー
マ
ル
発
電
や
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
と
し
て

い
る
。
昨
年
、
同
委
員
会
が

現
大
綱
の
見
直
し
の
是
非

を
め
ぐ
っ
て
国
民
か
ら
意

見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
一
二

〇
五
人
の
回
答
者
の
内
約

九
割
ま
で
も
が
現
大
綱
の

見
直
し
が
必
要
だ
と
答
え

た
。
▼
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
の
現
況

や
柏
崎
刈
羽
原
発
が
中
越

沖
地
震
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
を
知
っ
た
国

民
の
当
然
の
反
応
で
あ
る
。

▼
「
原
子
力
委
員
会
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
冒
頭
に
あ
る
「
新

し
い
原
子
力
政
策
大
綱
の

策
定
に
つ
い
て
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
「
メ
ー
ル
」
や
ワ

ー
ド
の「
様
式
」が
出
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
郵
送
で
も
可
で

す
。
大
い
に
意
見
を
出
そ
う
。 

 

「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

会
」
は
一
月
一
六
日
（
日
）
宮

古
市
崎
山
の
陸
中
国
民
休
暇

村
で
、
会
員
二
十
余
人
を
集
め

て
、
創
立
五
周
年
記
念
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

同
会
は
、
豊
か
な
三
陸
の
海

を
、
放
射
能
な
ど
の
環
境
汚
染

か
ら
守
り
、
清
澄
な
ま
ま
末
代

ま
で
伝
え
る
た
め
に
、
二
〇
〇

五
（
平
成
一
七
）
年
十
一
月
五

日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
海

を
守
る
」
と
い
う
目
的
に
賛
同

す
る
会
員
は
、
漁
業
者
、
農
業

者
、
野
鳥
の
会
員
、
生
協
組
合

員
、
主
婦
、
市
議
、
町
議
な
ど

多
様
な
立
場
の
人
々
が
参
加

し
、
現
在
一
二
五
人
を
数
え
て

い
ま
す
。 

 

祝
賀
会
に
先
立
ち
、
盛
岡
の

「
岩
手
の
会
」
世
話
人
の
永
田

文
夫
さ
ん
が
「
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
周
辺
の
放
射
能
汚
染
ー

公
的
デ
ー
タ
か
ら
見
え
て
く

る
も
の
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。  

壁には 『天恵の海』拡大パネルが展示されました。 


